
○
通
商
産
業
省
告
示
第
七
百
四
十
一
号 

 

輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
別
表
第
五
第
十
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
邦
に
輸
入
さ

れ
た
後
無
償
で
輸
出
さ
れ
る
貨
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
輸
入
の
際
の
性
質
及
び
形
状
が
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
か
ら
、
経
済
産

業
大
臣
が
告
示
で
除
く
も
の
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

な
お
、
昭
和
六
十
二
年
通
商
産
業
省
告
示
第
四
百
八
十
四
号
（
輸
出
貿
易
管
理
令
別
表
第
五
第
十
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

本
邦
に
輸
入
さ
れ
た
後
無
償
で
輸
出
さ
れ
る
貨
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
輸
入
の
際
の
性
質
及
び
形
状
が
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の

か
ら
通
商
産
業
大
臣
が
告
示
で
除
く
も
の
を
定
め
る
等
の
件
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
五
日
限
り
、
廃
止
す
る
。 

 
 

平
成
十
二
年
十
二
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十
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【
最
終
改
正
】
令
和
七
年
四
月
十
一
日
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
六
号 



 
輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
五
の
十
二
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
本
邦
に
輸
入
さ
れ
た
後
無
償
で
輸
出
さ
れ
る
貨
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
輸
入
の
際
の
性
質
及
び
形
状
が
変
わ
っ
て

い
な
い
も
の
か
ら
、
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
除
く
も
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
貨
物
と
す
る
。 

一 

令
別
表
第
二
の
二
〇
、
二
一
、
二
一
の
二
、
二
五
、
三
五
及
び
三
五
の
二
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
の
中
欄
に
掲
げ
る
貨
物
で

あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
も
の 

二 

北
朝
鮮
を
仕
向
地
と
す
る
貨
物
（
前
号
に
掲
げ
る
貨
物
を
除
く
。
） 

三 

令
別
表
第
二
の
三
に
掲
げ
る
貨
物
で
あ
っ
て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
又
は
ロ
シ
ア
を
仕
向
地
と
す
る
も
の
（
第
一
号
に
掲
げ
る

貨
物
を
除
く
。
） 

四 

輸
出
貿
易
管
理
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ド
ネ
ツ
ク
州
及
び
ル
ハ
ン
ス
ク
州

の
区
域
の
う
ち
、
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
区
域
（
令
和
四
年
経
済
産
業
省
告
示
第
四
十
五
号
）
で
定
め
る
区
域

を
仕
向
地
と
す
る
貨
物
（
第
一
号
に
掲
げ
る
貨
物
を
除
く
。
） 

五 

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ロ
シ
ア
又
は
令
別
表
第
二
の
四
に
掲
げ
る
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
貨
物
（
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の

六
、
第
一
号
の
七
又
は
第
一
号
の
八
に
規
定
す
る
輸
出
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
（
第
一
号
に
掲
げ
る
貨
物
を
除
く
。
） 



六 
当
該
貨
物
を
輸
入
し
た
者
以
外
の
者
が
輸
出
す
る
貨
物 

七 

贈
与
又
は
貸
与
を
目
的
と
し
て
輸
出
す
る
貨
物 

  
 

附 

則
（
平
成
二
一
・
六
・
一
六
告
示
第
二
〇
三
号
） 

 

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
号
の
規
定
は
、
令
和
九
年
四
月
十
三
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 


